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市指定文化財

　
紫式部市

民文学賞

八
幡
宮
は
初
の
建
造
物
指
定

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
三
月
二
十
九
日
、
平
成
二
年
度
の
市
指
定
文
化
財
に
、
建

造
物
一
件
、
彫
刻
三
件
、
歴
史
資
料
一
件
の
計
五
件
を
指
定
し
ま
し
た
。
今
回
指
定

の
五
件
は
、
か
ね
て
市
文
化
財
保
護
委
員
会
（
中
川
恵
次
委
員
長
）
の
答
申
を
受
け

て
い
た
も
の
で
、
こ
れ
で
市
指
定
文
化
財
は
、
有
形
文
化
財
三
十
九
件
、
無
形
文

化
財
（
宇
治
茶
手
も
み
）
一
件
の
、
計
四
十
件
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
指
定
文
化
財
は
、
国
宝
・
重

要
文
化
財
な
ど
の
文
化
財
保
護
法

に
よ
る
指
定
や
、
府
文
化
財
保
護

条
例
に
よ
る
指
定
か
曼
け
た
も
の

以
外
の
文
化
財
で
、
市
内
に
あ
る

重
要
な
文
化
財
の
保
護
を
目
的
と

し
た
、
市
独
自
の
制
度
で
す
。

　
今
回
指
定
し
た
文
化
財
の
概
要

は
次
の
と
お
旦
ぶ
ふ
、
初
め
て

建
造
物
を
指
定
し
た
の
が
大
き
な

特
徴
で
す
。

　
　
＾
八
幡
宮
田
山
）
本
殿
＞
　
　
Ｔ

ｆ
し
ご
が
、
づ
く
　
　
ゎ
だ
ぶ
き

ｍ
社
流
造
り
、
匹
皮
葺
の
ヽ
小
規

模
な
が
ら
本
格
的
な
造
り
。
本

殿
は
、
①
建
立
年
代
（
元
禄
十
二

年
・
一
六
九
九
年
）
や
、
建
立
し

た
大
工
の
名
前
・
住
所
が
判
明
し

て
い
る
②
主
要
部
材
が
建
立
当
時

そ
の
ま
ま
に
保
存
さ
れ
て
い
る
③

各
所
に
施
さ
に
れ
た
紋
様
・
彩
圃
の

保
存
状
況
が
良
い
④
古
風
な
様
式

で
あ
る
１
な
芦
か
ら
、
美
術
的
・

歴
史
的
価
値
が
高
く
、
重
要
な
建

造
物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
《
誓
澄
寺
（
横
島
町
大
幡
）
の
木

造
観
音
菩
薩
立
像
》
　
ヒ
ノ
キ
材

の
一
石
苓
・
左
右
へ
の
腰
の
ｙ

ね
り
と
、
身
の
こ
な
し
の
優
雅
さ

は
、
平
安
時
代
末
期
（
十
二
世
紀
）

の
作
品
中
で
も
秀
作
。
面
相
（
顔

の
様
子
）
に
は
張
昨
か
あ
り
、
若

々
し
さ
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

　
　
〈
誓
澄
寺
の
木
造
阿
弥
陀
如
来

立
像
》
　
ヒ
ノ
キ
材
の
寄
木
造
り
。

顔
は
、
目
が
細
く
、
夢
幻
的
な
雰
囲

に
気
の
円
満
相
で
す
。
体
は
、
な
で
肩

で
腕
が
細
く
、
舞
（
彫
像
裳
）
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の
彫
り
も
浅
い
の
で
、
一
見
繊
細

な
趣
が
あ
り
ま
す
が
、
胸
・
腹
部
に

は
程
良
い
厚
み
か
痔
た
せ
て
い
る

た
め
、
側
面
か
ら
見
る
と
、
し
っ
か

り
形
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
十
二
世
紀
の
都
の
作
風

が
７
か
が
え
、
貴
重
な
も
の
で
す
。

《
恵
心
院
（
宇
治
山
田
）
本
尊
の
木

造
十
一
面
観
音
立
像
〉
　
ヒ
ノ
キ

材
の
菊
造
り
・
ほ
竟
に
近

い
宅
ヽ
太
い
野
脇
添
め
た

体
型
な
ど
や
や
重
厚
な
感
じ
を
残

し
て
い
る
点
や
、
衣
文
の
数
が
少

な
く
簡
素
に
ま
と
め
て
い
る
辺
り

は
、
十
世
紀
ご
ろ
の
立
型
的
な
作

風
。
宇
治
に
残
る
数
少
な
い
十
世
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市役所は第2　第4土曜

日は閉庁しています

中東湾岸復興・難民救援

救済募金にご協力を！

　
市
と
市
平
和
都
市
推
進
協
議

会
で
は
、
中
東
湾
岸
諸
国
の
復

興
と
難
民
救
援
の
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
先
の
市
議
全
一
月

定
例
会
の
「
中
東
湾
岸
復
興
・

支
援
の
輪
を
広
げ
る
決
議
」
を

受
け
て
取
り
組
ひ
も
の
で
す
。

　
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
取
り
ま

と
め
た
後
、
日
本
赤
十
字
社
に

委
託
し
、
戦
争
で
傷

付
い
た
人
々
や
難
民

へ
提
供
す
る
医
薬
品
・

食
料
品
な
ど
の
購
入

に
充
て
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、

ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
《
期
間
》

　
1
0
月
3
1
日
出
ま
で
。

　
〈
募
金
受
け
付
け
〉

　
市
役
所
玄
関
受
付
、
各
公
民

館
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
西

小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
設
け
ら
れ
た
募
金
箱
へ
。
ま

た
、
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会

事
務
局
（
市
役
所
企
画
管
理
部

総
務
課
内
、
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
、

内
線
４
３
２
）
へ
現
金
書
留
で

郵
送
か
、
直
接
ご
持
参
い
た
だ

い
て
も
結
構
で
す
。

1249

紀
の
作
例
と
し
て
貴
重
な
も
の
で

す
。

　
　
《
最
勝
院
（
宇
治
蓮
華
）
の
平
等

院
境
内
古
図
》
　
甲
図
一
乙
図
の

二
呵
平
等
院
は
我
が
国
有
数
の

文
化
遺
産
で
す
が
、
境
内
の
過
去

の
景
観
が
わ
か
る
史
料
に
は
恵
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
で
、
近
世
初
期
の
復
元
的
な

景
観
図
で
あ
る
甲
図
と
、
近
世
後

期
の
景
観
図
で
あ
る
乙
図
は
、
と

も
に
平
等
院
の
景
観
の
変
遷
を
物

語
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
当
時
’

起
こ
っ
て
い
た
境
内
の
争
論
の
資

料
と
し
て
、
歴
史
的
に
極
め
て
貴

重
な
も
の
で
す
。

　
市
役
所
は
、
四
丹
か
ら
、
毎
月
第
二
・

第
四
土
曜
日
が
閉
庁
（
休
み
）
に
な
り
、

本
庁
で
の
業
務
（
戸
籍
、
住
民
票
。
印

鑑
登
録
、
税
務
、
’
国
民
健
康
保
険
、
国
民

年
金
な
ど
）
や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
は
休
み
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

出
生
届
・
婚
姻
届
・
死
亡
届
な
ど
は
、

警
備
員
室
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
ご

み
収
集
や
保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
の
施

設
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行
い

ま
す
。

収蔵品展歴史資料館

5 ／14(火)→,6／30(日)

　　　　午前９時→午後５時

入場無料

月曜休館

　　　問い合わせ

歴史資料館S20･1311

ｉ横島地域の古地図
な朱漆塗のうつわ　∧

出今と昔の巨椋(お<-ら)迪
７源氏物語図屏嵐wよ仙)

｜茶の民具
７観光絵図屏風

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

募
集
締
め
切
り
迫
る
！

　
　
　
　
５
月
3
1
日
（
金
）
ま
で

　
四
月
一
日
が
ら
募
集
し
て
い
る
「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
の
作
品
受
け
付

け
は
、
五
月
三
十
一
日
田
が
締
め
切
り
（
当
日
消
印
有
効
）
。
既
に
作
品
を

準
備
し
て
い
る
人
、
ま
た
現
在
執
筆
中
の
人
も
、
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
企
画
課
（
内
線
２
３
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

新たに5件を指定



市
民
の
ひ
ろ
ば

公
民
館

　
３
Ｂ
エ
ア
ロ
ダ
ン
ス

　
教
室

　
▼
と
き
・
内
容
…
①
５
月
1
6
日

出
＝
エ
ア
ロ
ダ
ン
ス
と
は
・
ウ
オ

’
‐
‐
ミ
ン
ク
ア
ッ
プ
と
エ
ア
ロ
ダ
ン

ス
②
５
月
習
吊
１
３
Ｂ
（
ポ
ー

ル
ー
ベ
ル
ー
ペ
ル
タ
ー
）
を
使
っ

た
エ
ア
ロ
ダ
ン
ス
③
５
月
3
0
日
出

＝
Ｍ
功
を
と
り
入
れ
た
エ
ア
ロ
ダ

ン
ス
。
い
ず
れ
も
午
後
７
時
半
ト

９
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
▼

対
象
…
市
民
（
引
張
続
き
サ
ー
ク

ル
１
．
動
Ｖ
き
る
人
）
▼
定
員
・
：

先
着
3
0
人
▼
教
材
費
…
1
0
0
0

円
▼
講
師
・
・
・
堀
井
洋
子
さ
ん
ｙ
申

し
込
み
・
：
同
館
（
豊
2
2
・
4
6
8

7
）
へ
電
話
か
来
館
で
。

　
油
絵
サ
ー
ク
ル
合
同
展

　
宇
治
・
木
幡
・
小
倉
・
広
野
の

各
公
民
館
で
、
油
絵
を
制
作
し
て

い
る
サ
ー
ク
ル
の
合
同
展
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
苔
品
T
2
6
日

間
、
午
前
1
0
時
～
午
後
５
時
（
2
6

日
は
午
後
４
時
ま
で
）
▼
と
こ
ろ

・
：
中
央
公
民
館
展
示
集
会
室
▼
入

場
料
…
無
料
▼
問
ｋ
Ｂ
せ
・
：
中

央
公
民
館
（
豊
製
1
4
1
1
）
へ
。

学
ぶ

　
第
６
回
歴
史
散
策

　
古
絵
図
や
地
図
夕
羊
掛
か
り
に

横
島
の
歴
寥
便
化
に
触
れ
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
２
日
面
、
午
後

２
時
～
４
時
。
集
合
・
解
散
は

宇
治
公
民
館
▼
行
章
刀
・
・
・
横
島
堤

上
に
川
↓
旧
横
島
小
・
役
場
跡
↓

棋
島
城
跡
↓
誓
澄
寺
↓
水
防
倉
庫

▼
定
員
・
・
・
先
着
6
0
人
▼
参
加
費
・
：

無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
歴
史
資
料
館

（
豊
2
0
・
1
3
1
1
）
へ
電
話
で
。

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
最
近
、
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
（
キ

ュ
ー
ツ
ー
）
の
利
用
料
金
夕
巡

っ
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
消
費
者
の
間

で
ト
ラ
ブ
ル
が
た
び
た
び
発
生

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
親
が
知

ら
な
い
う
ち
に
、
中
・
高
校
生

な
ど
の
子
供
が
つ
い
情
報
に
聞

き
入
り
、
何
万
円
も
の
請
求
を

受
け
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ

う
で
す
。

　
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
と
は

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
平
成
元
年
七
月
か

ら
始
め
た
有
料
の
情
報
提
供
サ

Ｉ
ビ
ス
で
、
全
国
共
通
の
「
0

9
9
0
」
で
始
ま
る
電
話
番
号

　
郷
土
史
学
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
1
5
日
困
・
2
9
日

困
と
６
月
1
2
日
㈹
以
降
の
毎
月
第

２
・
第
４
水
曜
日
。
午
前
1
0
時
～

正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民
館
▼

テ
ー
マ
・
・
・
宇
治
川
牽
の
ぐ
る
歴
史

と
又
化
１
地
域
史
の
流
れ
▼
講
師

・
：
郷
土
史
研
究
家
・
若
原
英
式
さ

ん
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み

・
・
。
・
当
日
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ

せ
・
・
・
前
川
桂
子
さ
ん
（
a
2
1
・
3

4
5
8
）
か
小
畑
み
ち
よ
さ
ん
（
豊

2
2
・
8
5
3
8
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
な
ど

　
使
用
の
仮
受
け
付
け

　
七
月
二
十
一
日
㈲
か
ら
几
月
一

日
㈲
ま
で
の
、
炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ

ン
タ
ー
と
野
外
活
動
教
具
（
飯
ご

う
・
な
べ
・
テ
ン
ト
）
の
使
用
仮

受
け
付
け
を
し
示
ｙ
。
使
用
許
可

は
調
整
後
に
決
定
。
な
お
、
同
セ

三
分
間
十
円
か
ら
三
百
円
ま
で

で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
、
そ
の
回
収
を

代
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
番
組
の
内
容
に
は
、

企
業
や
株
式
の
情
報
、
占
い
や

ゲ
ー
ム
な
ど
の
遊
び
の
情
報
、

そ
し
て
今
問
題
に
な
っ
て
い
る

ン
タ
ー
は
、
七
月
二
土
〈
日
金
～

二
十
八
日
面
は
使
用
で
孝
ま
せ
ん
。

　
▼
仮
受
け
付
け
期
限
・
：
５
月
2
0

日
㈲
▼
対
象
・
・
・
野
外
活
動
指
導
者

が
い
る
市
内
の
青
少
年
団
体
▼
使

用
料
・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
市
民

体
育
課
（
内
線
４
７
９
）
へ
来
庁
刄

　
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
教
室

　
申
し
込
み
は
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
監
お
せ
は
市
民
体
育
課
（
内

線
４
７
９
）
へ
。
参
加
費
無
料
。

　
〈
木
幡
中
学
校
体
宵
館
で
〉

　
゛
▼
と
き
・
・
・
５
月
1
3
B
㈲
・
1
5
日

團
・
Ｕ
苗
、
３
回
。
午
後
７
時

半
ト
９
時
半
▼
内
容
・
：
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ほ

か
▼
持
ち
物
・
：
上
靴
。

　
〈
東
宇
治
中
学
校
で
〉

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
苦
忖
（
体
育

館
）
・
2
2
日
團
（
運
動
場
、
雨
の
場
合

は
体
育
館
）
・
2
4
日
吻
（
体
育
館
）
、

３
回
。
午
後
７
時
半
ト
９
時
半
▼

内
容
・
・
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ほ
か
▼
持
ち

物
・
：
上
靴
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
亭
：
５
月
1
8
日
出
、
午
後

１
時
と
３
時
半
の
２
回
▼
と
こ
ろ

…
菖
保
育
館
▼
対
象
・
・
・
1
5
歳
以

　
利
用
規
制
の
動
き
が

　
好
奇
心
が
盛
ん
な
年
ご
ろ
の

子
供
が
、
ポ
ル
ノ
情
報
や
パ
ー

テ
ィ
ー
ラ
イ
ン
に
熱
中
し
、
後

で
高
額
な
代
金
か
請
求
さ
れ
る

な
ど
、
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
の
在
り

ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
2
　
便
利
す
ぎ
て
も
困
る
ん
で
す
…

ｆ
莉
用
で
き
ま
す
。

　
そ
の
仕
組
み
は
、
情
報
提
供

心
一
社
が
製
作
し
た
音
声
番
組
蔵

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
回
線
m
じ
刄
脛
一

す
る
も
の
で
、
料
金
は
、
通
話

料
と
は
別
に
、
情
報
利
用
料
が

加
算
さ
れ
未
了
。
利
用
料
は
、

ア
ダ
ル
ト
（
ポ
ル
ノ
）
情
報
も

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に

ダ
イ
ヤ
ル
し
た
数
人
の
利
用
者

が
、
お
互
い
に
会
話
で
き
る
パ

ー
テ
ィ
ー
ラ
イ
ン
と
い
シ
も
の

も
あ
り
、
若
者
の
間
で
、
爆
発

的
な
人
気
が
あ
り
未
了
。

方
が
襲
簡
題
と
な
り
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
は
、
昨
年
十
月
か
ら
、
希
望

者
に
対
し
て
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ

２
に
つ
な
が
ら
な
い
ぶ
つ
に
措

置
し
て
い
ま
ず
。

　
さ
ら
に
、
機
械
の
関
係
で
規

制
１
屁
い
地
域
に
つ
い
て
は
、

91宇

治花と

緑のキ

ャンペ

ーン

上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
零
定

員
・
・
‘
・
各
先
着
3
0
人
▼
費
用
…
1
0

0
0
円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し
込
み

・
・
・
５
月
1
2
B
㈲
、
午
前
９
時
か
ら

同
館
（
a
3
3
・
4
0
0
1
）
へ
。
顔
写

真
（
３
？
×
２
・
５
？
）
が
必
要
。

　
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
・
：
５
月
2
6
日
面
、
午
前

９
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
槃
体

育
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
小
学

生
（
学
校
単
位
の
参
加
の
握
ほ

ク
ラ
ブ
担
当
先
生
の
引
率
が
必
要
。

個
人
参
加
の
場
合
は
保
護
者
の
引

率
が
必
要
）
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼

申
し
込
み
・
・
・
５
月
抑
混
一
～
2
4
日

金
ま
で
（
土
・
日
曜
日
怠
７
）
、

東
宇
治
中
学
校
・
一
ノ
瀬
智
さ
ん

（
豊
3
2
・
2
1
3
1
）
へ
。

規
制
で
き
φ
よ
う
に
な
る
ま
で
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
夕
停
止
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
の
で
、
子
供
へ

の
影
響
は
、
か
な
り
改
善
さ
れ

る
と
思
わ
れ
未
了
。

　
　
情
報
の
審
査
も

　
現
在
、
番
組
の
約
六
割
は
ポ

ル
ノ
関
係
で
す
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、

法
律
の
規
定
に
よ
り
、
情
報
の

内
容
を
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き

な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
契
約

上
、
第
三
者
機
関
の
審
査
結
果

に
よ
っ
で
ほ
、
回
線
サ
ー
ビ
ス

を
解
約
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
康
ｆ
ｙ
の
で
、
今
後
は
、
そ
の

よ
ラ
な
手
段
の
効
果
的
な
活
用

が
望
劣
れ
ま
す
。

と
が
で
き
る
の
は
、
義
務
教
育
就

学
前
の
児
童
牽
含
む
干
八
歳
未
満

の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て
い

る
人
で
す
。
詳
し
ぐ
は
、
福
祉
年

金
課
學
兎
童
福
祉
係
（
内
線
３

３
６
、
５
１
０
）
へ
問
い
〈
Ｂ
せ
寛

　
母
子
家
庭
奨
学
金

　
▼
対
象
・
・
・
乳
幼
児
か
ら
高
校
生

　
（
京
都
府
の
他
の
奨
裳
享
膏
け

て
い
令
令
際
ぐ
）
▼
支
給
年
額

・
・
・
乳
幼
児
＝
9
0
0
0
円
、
小
学

生
＝
１
万
8
0
0
0
円
、
中
学
生

＝
３
万
6
0
0
0
円
、
高
校
生
１

５
万
4
0
0
0
円
、
高
校
入
学
支

度
金
＝
３
万
円
▼
申
請
・
：
所
定
の

用
紙
（
福
祉
年
金
課
か
母
子
福
祉

推
進
員
に
請
求
を
）
で
６
月
1
0
日

囲
ま
で
に
福
祉
年
金
課
へ
。
以
降

も
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
支
給

は
翌
月
か
ら
に
な
り
未
了
。

　
な
お
、
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

昨
年
度
支
給
夕
受
け
て
い
た
人
も

新
た
に
申
請
鴛
詳
し
ぐ
は
、
福

祉
年
金
課
母
子
児
童
福
祉
係
（
内

線
３
３
６
・
５
１
０
）
へ
。

　
手
話
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
2
2
日
Ｉ
７
月
1
0

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
、
８
回
。

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
▼
内
容
…
手
話
の
学

習
、
聴
堂
言
語
に
障
害
夕
痔
つ
人

の
体
験
談
▼
定
員
・
・
・
先
着
3
0
人
▼

参
加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
…
宇

治
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
バ
ン
ク
（
豊
2
2
・

5
6
5
4
）
へ
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の

　
口
座
振
替

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
銀
行
な
ど
で
、
一
度
手
続

き
ず
る
だ
け
で
、
後
は
毎
月
二
十

七
日
に
自
動
的
に
引
壹
洛
と
し
さ

れ
ま
す
（
郵
便
局
は
除
く
）
。
手
続

き
に
必
要
な
も
の
は
、
国
民
年
金

壬
唄
、
預
金
通
帳
、
通
帳
に
届
け

て
あ
る
印
鑑
で
す
。
詳
し
ぐ
は
、

福
祉
年
金
課
国
民
年
金
係
（
内
線

２
９
９
）
へ
問
い
合
わ
せ
鴛

　
五
月
十
一
日
出
か
ら
二
十
日

囲
ま
で
、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
び
が
交
通
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故

を
な
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

　
隠
れ
て
見
え
な
い

　
子
供
の
姿
を
察
知

　
孟
ｉ
は
背
が
低
い
た
め
、
駐

車
中
の
車
、
立
て
看
板
や
ポ
ス

ト
、
植
え
込
み
な
ど
に
隠
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
わ
ず
か
な
手
か

か
り
も
見
逃
砥
ｆ
、
「
隠
れ
て

見
え
な
い
子
供
」
の
姿
か
察
知

す
る
目
か
痔
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
①
曲
が
ひ
角
や
駐
車
車
両

の
あ
る
所
で
は
、
子
供
の
飛
び

出
し
を
予
測
し
て
、
速
度
盈
洛

と
し
ま
し
ょ
う
。

　
②
ボ
ー
ル
が
転
が
っ
て
き

た
ら
、
子
供
の
飛
び
出
し
夕
予

測
し
て
、
徐
行
運
転
に
切
口
替

え
ま
し
ょ
う
。

　
③
子
供
が
一
人
刄
露
を

横
切
っ
た
ら
、
後
翁
弩
手
供

が
飛
び
出
し
で
Ｉ
る
か
も
知
れ

な
い
の
で
、
油
断
し
な
い
ぷ
つ

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
④
道
路
の
両
端
に
子
供
が

い
た
ら
、
片
側
の
孟
｀
が
反
対

側
に
。
突
然
横
断
に
始
め
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
注
意
し
ま
し

　
⑤
交
通
事
故
の
原
因
と
も

な
る
駅
前
な
ど
で
の
自
転
車
・

バ
イ
ク
の
放
置
は
や
め
ま
し
よ

　
　
期
間
中
の
行
事

Ｏ
迷
惑
駐
車
追
放
三
色
パ
ト
ロ

　
ー
ル
・
・
・
５
月
1
5
日
團
、
午
後

　
６
時
～
８
時
半
。
伊
勢
田
・

　
小
倉
地
域
で
。

Ｏ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
指
導
・
・
・

　
５
月
1
4
日
脚
、
午
後
２
時
～

　
３
時
。
大
久
保
方
面
で
街
頭

　
指
導
・
啓
発
活
動
を
実
施
。

歯
の
ひ
ろ
ば

　
歯
の
健
診
や
歯
磨
き
指

導
、
パ
ネ
ル
展
示
や
人
形

劇
な
ど
で
、
歯
の
大
切
さ

を
楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま

一
矢
　
す
。
共
催
・
宇
治
久
世
歯

沁
　
科
医
師
会
・

月
1
8
日
出

午
前
1
0
時
～
午
後
２
時

健
医
療
セ
ン
タ
ー

1250

福
祉
・
年
金

　
児
童
手
当
の
請
求

　
以
前
に
児
童
手
当
の
認
定
請
求

を
し
、
所
得
制
限
額
超
過
か
理
由

に
請
求
夕
却
下
さ
れ
た
人
は
、
五

月
中
に
、
再
度
認
定
請
求
を
し
て

く
だ
さ
い
。
今
回
の
請
求
の
際
に

は
、
平
成
二
年
中
の
所
得
額
が
認

定
の
目
安
と
な
り
ま
ふ
ら
、
認

定
さ
れ
る
握
昂
あ
り
未
丁
。

　
な
お
、
児
童
圭
翠
受
け
る
こ

未
発
表
の
も
の
▼
受
け
付
け
…
８

月
3
1
日
出
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
〒
6
0
0
下
京
区
七
条
烏
丸
西

南
角
・
東
京
生
命
ビ
ル
５
階
、
凹

京
都
府
観
光
連
盟
（
豊
Ｏ
７
５
・

３
７
１
・
2
2
2
6
）
へ
▼
嚢

・
・
・
９
月
中
旬
。

　
上
・
下
水
道
料
金

　
低
所
得
者
用
の
申
請

　
所
得
の
少
な
い
家
庭
の
上
・
下

水
道
料
金
の
負
担
舎
ｔ
減
す
る
た

め
「
低
所
得
者
用
料
金
用
途
」
を

設
け
て
ぃ
李
工
認
定
基
準
は
下

表
の
と
お
り
）
。
該
当
す
る
家
庭

は
、
所
定
の
申
請
書
に
、
平
成
二

年
中
の
所
得
を
証
す
る
書
類
（
源

泉
徴
収
酉
ｙ
、
各
年
金
の
受
給
証
明

書
な
ど
）
奎
添
え
て
、
水
道
部
営

上・下水道料金の低所得者用途認定基準　　　・１

世帯数 １　人 ２　人 ３　人 ４　人 ５人以上「Ｍ

ゝ
／１

７

所得金額

　(年SI)
637j5千円

　　　未満

112万1千円

　　　未満

150万1千円

　　　未満
165万円

　未満

165万円に、

４人を超える

１人につき

42万3千円を

加算した額

　　　　未満

業
課
（
内
線
４
４
１
）
へ
提
出
欠

お
知
ら
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
５
月
1
5
ら

團
、
午
零
面
半
Ｌ
３
時
＝
棋
島
、

午
後
３
壁
Ｔ
４
時
―
伊
勢
田
の

各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
▼
対
象

…
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
。

　
第
2
1
回
記
念

　
三
曲
演
奏
会

　
▼
～
・
：
５
月
1
9
日
卯
、
午
後

Ｏ
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▼
入
場
料
・
・
・
無

料
▼
問
い
負
笹
・
：
大
西
峰
山
さ

ん
（
豊
2
2
・
6
0
6
9
）
へ
。

　
　
京
都
府
観
光
写
真

　
　
コ
ン
ク
ー
ル

　
▼
規
格
・
・
・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で

一
四
ツ
切
。
新
し
い
作
品
で
単
写
真
、

　5

／1

1

(土)～5

／20(月）

春の全国交通安全運動

子供を守るための気配り運転を

基
本
健
康
診
査
・
実
施
中
　

子
宮
が
ん
検
診
・
受
付
中
　

実
施
中

　
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
３
６
０
・
５
０
２
）
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